
成美保育園

令和7年度 5 歳児クラス No.1 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・図鑑を片手に新しい発見や知識を得ることができ自然の神秘に触れることが来た。今後も

子どもたちと一緒に自然を楽しむ機会を大切にしていきたいと思う。てんとう虫ダンゴムシ

の採取観察を行ったが虫を採取することに少し抵抗を感じるている様子も見受けられた。今

後はより安全かつ環境に配慮していきたいと思った。

4月～6月

・散歩や戸外遊びで春の自然を図鑑を見ながら調べたり、探したり、自然物を採取したりす

る。

・てんとう虫の幼虫を育て観察する。

・ダンゴムシを育て観察する。

・採取したヤブキりを観察する。

《素材・道具》

図鑑 ペットボトル ビニール袋 手袋 飼育容器

《環境設定》

・飼っている虫などと触れ合う事で、命の大切さ優しい思いやりなどを育てる。

・季節の草花に触れ興味を持てるようにする。

・虫や昆虫を観察したり飼育したりし、親しみを持てるようにする。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・図鑑を見てこの花は「○○だよ」この虫「○○の

幼虫だよ」など自分で調べて、お友だちや保育者に

教えてくれる子がいた。・子どもたちは興味津々

で、ダンゴムシの仲間たちを観察していた。触って

みたり「何で丸くなるのかな？」と不思議な姿や動

きに驚き、楽しみながら探していた。飼育したダン

ゴムシに「お水をあげたほうがいいよ」と言って自

然と水やりの当番が出来ていた。

・てんとう虫の幼虫をみんなで採取したが、初めは

「見て！何これ」「赤いてんてんなに？」と言いつ

つたくさん採取して喜んでいた。保育者が「幼虫さ

んにご飯あげたいから一緒に探そう」と伝えると

「アブラムシって何？」と言いながらも、一緒に探

してくれたり「この花も入れてあげようよ」とかわ

いい花を持って来て楽しみながら探していた。興味

を持ったのか保育室で自らてんとう虫やアブラムシ

を図鑑で調べ小さい子に教えてあげる姿も見られ

た。虫を逃がしてあげるため容器から出すと、飛び

立つ姿を見て歓声をあげ喜んでいた。てんとう虫の

絵を細かい所まで観察し楽しみながら描いていた。

写真スペース

※2枚以上

自然（虫・植物）

自然の関わりを大切にしてきた中で、草花をつむだけではなく昆虫に名前を付けた

り、問いを持って探究したり、友だちとの対話、作品化する事で学び、命の大切さ

を知っていく。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・公園内で1人1冊図鑑を持って行き気になる草花や昆虫をその場で調べる。

・葉のにおいを嗅いだり感触を感じる。

・初めて見たヤブキリ虫を図鑑で調べ虫に興味を持つ。

・ダンゴムシやてんとう虫の幼虫を採取し、虫たちが食べそうな葉などを集める。

・採取したてんとう虫の幼虫の絵を描く。



成美保育園

令和7年度 5 歳児クラス No.2 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)5. 活動の内容
・ジャガイモが育つ様子や掘る楽しさを事前に絵本等で知り、興味や関心を高める。

・軍手を用意し掘る場所を確認する。

・ジャガイモの茎の根元をしっかり持ち力を込めて「よいしょ」と声をかけながら引っ張る。

・土の中に残ったジャガイモを一生懸命手で掘り出す。

・お友だちと収穫を喜ぶ。

・さつま芋の苗の植え方を教えてもらい丁寧に植え、上から土をかぶせる。

・サニーレタスは丁寧に引っこ抜く。

・ジャガイモの様子の絵を描く。

・さつま芋の栽培では苗を植え、その他にもサニーレタスの収穫体験、みかん、いちご、

きゅうり、トマトなどの成⾧過程を見る貴重な体験が出来、子どもたちもどのように生育し

ているかを学ぶ事が出来た。

・ジャガイモ堀りでは、土の感触や匂いを知り、自分で掘ることで食べ物の大切さを知る。

顔に土が付くほど集中して掘っていた。皆、楽しんで行っていた。色々な体験が出来て良

かったと思う。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

・ジャガイモ掘りでは、土を掘る楽しさを存分

に味わいジャガイモを掘り出すと歓声が上がり

「先生こんなに大きいの取れたよ」と見せてく

れていた。掘り終わった後「今日はジャガイ

モ、どうやって食べよう。」とポテト料理をお

友だちと一緒に考えて楽しみにしている様子が

見られた。

・さつま芋の苗植えは、朝から子どもたちは、

興奮気味で苗を手に取りながら真剣な表情で作

業に取り組んでいた。力が入り過ぎて折れてし

まいそうになる子や土を触って「ふわふわで気

持ちいい」と言って土の感触を喜んでいた。農

園の方に丁寧に指導を受け、子どもたちの手を

助けながらも作業を進める。農園で栽培してい

た果実や野菜が気になり「これは何？」と質問

したり、実際サニーレタスを抜くと「大きい

ね」「重い」「1人じゃできない」と言いなが

らも、喜んで収穫していた。

写真スペース

※2枚以上

自然（栽培）

・園で畑を借りて栽培収穫を行い、食に対する興味を持ってもらう。

5月～6月

・農業体験農園に行き、ジャガイモ堀りを行う。

・赤塚植物農業園でサツマイモの苗を植え栽培を行う。

・赤塚植物農業園でサニーレタスの収穫体験をする。

・小松菜、人参のへたを栽培観察し収穫し食べる。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
《素材、道具》

軍手 ビニール袋 ⾧靴 替えの靴下 人参のへた 小松菜 お皿

《環境設定》

・普段食べているものがどのように作られ収穫されるのかを知り食の関心を深めていく。

・子どもたちが友だちと協力してジャガイモを収穫し、その喜びを分かち合う経験ができる

よう側で見守っていく。

・土の感触に触れることで自然を感じる機会を作る。



成美保育園

令和7年度 5 歳児クラス No.3 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

真剣な表情でさつま芋の根っこを探り「ど

こにあるのかな」「見て見てお芋が見えて

きた」「大きなの見つけた」と夢中で土を

かき分けていた。太くて抜けない芋には、

友達同士で相談しながら、力を合わせる姿

が見られ保育者も「どうしたら抜けるか

な」と声をかけて考えを広げられるように

関わった。掘り出したさつま芋を手に

「やったね！」と喜び合う姿から、収穫の

達成感をしっかりと味わっている事が感じ

られた。

写真スペース

※2枚以上

自然（収穫・食育）

子どもたちが食べ物の成⾧過程に関心を持ち、自然との繋がりを体験的に理

解できるようにするため、畑を借りて育て、収穫する活動をする事で、食べ

ることへの感謝の気持ちや達成感を育む。

11月

赤塚植物園農業園へ行き、さつま芋の収穫をおこなう。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
《素材、道具》軍手 ビニール袋

《環境、設定》

・前回植えた苗の成⾧を目で確認し、成⾧の喜びを味わう。食への関心を深める。

・「どうやったら出てくるのかな」と試行できるよう大人が操作しすぎない距離で見守る。

・土の中に手を入れる時は芋の位置を確認してゆっくり行えるよう声かけをする。

・土の感覚に触れることで自然を感じる機会を作る。

・活動の説明(さつまいもがつるでつながっていること、傷つけない掘方を伝える)

・軍手を用意し、掘る場所を確認する。

・友達と協力して大きな芋を掘り出す。

・掘れたら「取れたよ」と保育者に伝え見合せあい喜びを共有する。

・さつまいも掘りの様子の絵を描く。

子どもたちは、土に触れ、つるを手でたぐり寄せながら「出来た、大きい」と喜び

を共有していた。友達同士で堀り方を教え合う姿も見られ協力しながら、取り組む

姿が頼もしかった。収穫したさつま芋を見て「どうやって食べようかな」と楽しみ

にする様子から、活動への満足感が感じられた。今後は、収穫物を使った活動へつ

なげ、生活と遊びの広がりを大切にしていきたい。



成美保育園

令和7年度 5 歳児クラス No.4 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

飼育容器にクワガタを入れると「大きいね」

「あ、足が動いている」「こっち向いたよ」と

嬉しそうな声が聞こえた。子どもたちも土や水

分など、環境作りについて考える姿も見られ

た。子どもたちは興奮していたが、強く触った

り土を触ることもなく、見守りながら観察をし

ていた。

また書画カメラを電子黒板につなげてカメラで

拡大したクワガタを大画面でみて、クワガタの

細かい動き等、気付いた事を皆で共有した。

電子黒板の大画面で今まで見つけた自然を振り

返りつつ、子どもたちの興味のある自然につい

て調べた。大画面ではカタツムリやてんとう

虫、カマキリ等をみつけると「動いた」「つめ

が出てる」「カタツムリの貝殻が背中に乗って

るんだろう」と不思議そうにみていた。またお

友達とてんとう虫の模様の数を数え、「いくつ

あるんだろう」と興味深くみていた。

自然（虫）

絵本などにのっていたクワガタに強い関心を示していたため、クワガタの飼

育を通して自然や虫への興味を広げ、自然とのつながりを深めていく。

11月～12月

・クワガタを飼育容器に移す。

・クワガタを皆で飼育、書画カメラで拡大して観察する。

3月

・電子黒板(大型モニター)で今まで見つけた自然について振り返りつつ、興味のあるものにつ

いて検索して調べてみる。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
《素材、道具》

クワガタ 飼育容器 土 昆虫ゼリー 霧吹き 新聞紙 電子黒板 書画カメラ

《環境、設定》

・飼っている虫等に触れ合うことで命の大切さや優しい思いやりなどを育てる。

・観察したり飼育したりし親しみを持てるようにする。

・クワガタ３匹を用意する。

・飼育容器に土を入れ昆虫ゼリーをセットする。

・霧吹きで湿度調整する。

・クワガタを皆で飼育、書画カメラで拡大して観察する。

・電子黒板で今まで見つけた自然を振り返りつつ、興味のある自然を

 調べ大画面で皆でみて気付きを共有する。

子どもたちと一緒に飼育容器に移す活動をおこなった。子どもたちは、興味を持って近づ

き、クワガタの動きや形に気付いたことを、お友だちと共有しながら、慎重に移すことがで

きた。飼育環境を整える場面では「暗い方が落ち着くかな」など、生き物の気持ちを想像し

て考えようとする姿が見られた。命を大切にする気持ちや協力する行動が育っていると感じ

た。今後も継続的なお世話や観察を通し、気づきを言葉や記録で表現する活動へつなげてい

きたいと思います。



成美保育園

令和7年度 5 歳児クラス No.5 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
・今日の活動の説明

・公園内で図鑑を持って行き気になる草花をその場で調べる。

・冬の公園へ出かけ空気の冷たさや風の強さなど全身で感じる。

・霜や氷、冷たくなった土や水たまりに触れ、感触や変化に気付く。

・気付いたことや感じたことを言葉で伝え合う。

寒さの中でも、子どもたちは意欲的に自然を探し、冬ならではの発見を楽しむ姿が見ら

れた。霜や落ち葉、氷などに実際に触れ、見て聞いて感じる経験を通して、季節の変化

に気付く姿が育っていることを感じた。また、『見て』『触って』と友達に伝え合う姿

も多く発見の喜びを共有する中で関わりが深まっていた。今後も子供の気付きに寄り添

いながら季節の自然に触れる体験を大切にしていきたい。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

『見て、息が白いよ』と笑いあい、霜がつ

いた草に触れて、目を輝かせていた。落ち

葉を踏んで『カサカサ音がするね』と音を

楽しみ、どんぐりを見つけると『やった』

と嬉しそうな声が広がっていた。冬ならで

はの発見を全身で感じながら、友達とその

喜びを分かち合っていた。

写真スペース

※2枚以上

自然

戸外遊びの中で『白いのがある』『氷が出来ている」などと冬の変化に気づき、繰

り返し触れたり、集めたりする姿が見られた。氷を踏んで音を楽しんだり、大きさ

を比べたりする中で、自然への興味が広がっている。冬ならではの不思議さや面白

さを深めていきたいと考えた。

1月～3月

・散歩で冬の自然を図鑑を見ながら調べたり、探したり、

    自然物を採取したりする。

・氷、冷たい空気、霜など冬ならではの自然現象に気づく。

・『どうして凍るの」とお友達と考える。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
《素材、道具》

  図鑑、ビニール袋

《観察、設定》

・霜、落ち葉、木の枝など冬ならではの自然に触れられる環境を選ぶ。

・観察しやすいよう立ち止まるスペースや集まれる場所を確保する。

・子どもが自分で気づけるよう保育者はすぐに答えを伝えず、問いかけを大切にする。


